
「FD・SD 共同プロジェクトグループメンバーによる 
ブレーンストーミング開催」 

   

FD・SD 共同プロジェクトでは、グループメンバーによるブレーンストーミングを、金

沢大学角間キャンパスにて、8～9 月にかけて 2 回開催した。ブレーンストーミングでは、

大学間連携共同教育推進事業で計画している FD・SD 共同教育プログラムの具体的なフレ

ームワークづくりのためのアイデア出し及び一覧化を行った。2 回にわたって、グループメ

ンバーである教職員から活発な意見があり、今後に向けて有意義な機会となった。 

詳細の内容は、以下の通りである。 

 

★第 1 回ブレーンストーミング 

日 時：平成 25 年 8 月 27 日（火）10:00～17:00 

場 所：金沢大学角間キャンパス総合教育講義棟 D2 教室および D3 教室 

内 容： 

（１）ブレーンストーミング趣旨説明、

アイスブレーク（自大学での FD・

SD 活動に関する課題と FD・SD 共

同教育プログラムへの期待） 

ブレーンストーミングの趣旨説明及

び配布資料の概要説明を行った後、3

～4 名のグループに分かれて、自大学

での FD・SD 活動に関する課題と

FD・SD 共同教育プログラムへの期待

をテーマに対話を行い、全体共有を行

った。 

（２）教員グループ、職員グループに分かれてのグループ協議 

 「FD 教員資質向上マター」「SD 職員資質向上マター」「FD・SD 教員・職員・学生

共通マター、教員・職員・学生共通マター」の区分（ブレーンストーミングのフレーム）

に従い、FD・SD 共同教育プログラムメニューに資するアイデア出しを、教員グループ・

職員グループに分かれて議論し、模造紙にアイデア整理した。 

（３）全体協議  

教員グループ、職員グループでアイ

デア整理した内容を発表し、全体共有

を行った。その後、アイデア整理・具

体化のフレームに従い、FD・SD 共同

教育プログラムに必要とされるメニュ

ー要素を一覧整理した。各メニュー要

素に対する「対象」「方法（実施主体）」

の整理を行った。 



★第 2 回ブレーンストーミング 

日 時：平成 25 年 9 月 27 日（金）13:30～17:30 

場 所：金沢大学角間キャンパス総合メディア基盤センター2F 多目的教室 

内 容： 

（１）ブレーンストーミング趣旨説明等（前回まとめと今回作業の確認） 

 8 月 27 日に実施したブレーンストーミングを受けて、「アイデア整理・具体化のフレー 

ム」をまとめ、同フレームに従って、今回のブレーンストーミングを行う旨の説明があっ

た。なお、今回のブレーンストーミングでは、18 種類の FD・SD 共同教育プログラムメニ 

ューについて、「目標【メニューの到達目標】」「内容【具体的テーマ・内容】」を中心にア

イデア出しを行うこととし、「評価【評価対象】【評価方法】」は別の機会に総体的に整理す

ることとした。 

（２）教員グループ、職員グループに分

かれてのグループ協議 

 「アイデア整理・具体化のフレーム」

に従い、FD・SD 共同教育プログラム

メニューの目標・内容についてアイデア

出しを行った。教員グループは「FD」

「FD・SD」のメニュー、職員グループ

は「SD」「SD・FD」のメニューについ

てまとめた。 

（３）全体協議  

教員グループ、職員グループでまとめた内容を発表し、全体共有を行った。 

 まとめた内容については、FD・SD 共同プロジェクトグループメンバーに共有するとと

もに、大学間連携共同教育推進事業総括委員会、大学コンソーシアム石川教職員専門部会

等に適宜、状況報告することとした。なお、今後の FD・SD 共同教育プログラムの具体的

な計画を企画立案するため、優先的事項として、「授業設計・教育方法（FD）」「新任（若手）

教員研修（FD）」「成績評価・達成度測定（FD）」「授業評価アンケート（FD・SD）」「企画

力（SD）」「（キャリア形成を支える）スキル（SD）」「大学経営・EM（エンロールメントマ

ネジメント）・IR（SD・FD）」を挙げることとした。 

（文責・北陸先端科学技術大学院大学 客員准教授  林  透） 

 

 

 

 



FD・SD 共同プロジェクト G 
平成 25 年度第 2 回会議（ブレーンストーミング）議事メモ 

 

  日 時：平成 25 年 8 月 27 日（火）10:00～17:00 

  場 所：金沢大学角間キャンパス総合教育講義棟 D2 教室および D3 教室 

  出席者：金沢大 堀井教授、杉森准教授、金沢医科大 福井主任、金沢学院大 小松教授 

      金城大学 内教授、室谷課長、北陸学院大 山森准教授、木下課長、        

金沢学院短大 松井教授、金沢高専 山岸局長、北陸先端大 林客員准教授 

 

【内容】 

10:00～11:40 ブレーンストーミング趣旨説明等 

アイスブレーク（自大学での FD・SD 活動に関する課題と FD・SD 共同教育プログラムへの期待） 

  

 ブレーンストーミングの趣旨説明及び配布資料の概要説明を行った後、3～4 名のグルー 

プに分かれて、自大学での FD・SD 活動に関する課題と FD・SD 共同教育プログラムへの 

期待をテーマに対話を行い、全体共有を行った。 

 

 [主な意見] 

   ●新任教員研修会を地域の大学合同で行うべき。特に、教授法の基礎を教える機会 

を盛り込んでほしい。     

   ●ルーブリックやポートフォリオの先進事例を学ぶことは大切だが、自大学で適用 

することが難しい。例えば、地域の大学が専門分野単位（例えば、医療・保健系） 

に共同で検討することが実質的な成果を得られるのではないか。 

   ●授業参観よりも授業録画を通して議論を行う方が効果的である。大学間連携で取 

り組んでみるのもおもしろいのではないか。 

   ●学生の授業外学修を促進する授業改善やモデル授業の紹介を望みたい。 

   ●地域の課題解決に貢献するフィールドワークの事例や学生送り出しのための情報

共有の機会を提供してほしい。 

 

   ●若手の教員・職員研修会を地域の大学合同で行うと効果的であろう。 

   ●国家資格に対応した教育プログラムを実施している組織にとっては、いろいろな

制約があり、FD 活動を柔軟に取り組むことが難しい面がある。 

   ●教員評価、授業評価、優秀教員表彰などの話題が出た。 

 

   ●アクティブラーニング、成績評価基準、ルーブリック、学科別のディプロマポリ 

シー・カリキュラムポリシーの作成方法、橋本メソッドなどの話題が出た。 

   ●教職員のファシリテーションスキルを育成することが大事ではないか。 

   ●教職員の意識改革については、各大学の組織風土に沿った対応が求められるので

はないか。 



12:40～14:30 教員グループ、職員グループに分かれてのグループ協議 

 

 「FD 教員資質向上マター」「SD 職員資質向上マター」「FD・SD 教員・職員・学生

共通マター、教員・職員・学生共通マター」の区分（ブレーンストーミングのフレーム）

に従い、FD・SD 共同教育プログラムメニューに資するアイデア出しを、教員グループ（7

名）・職員グループ（4 名）に分かれて議論し、模造紙にアイデア整理した。 

 詳細は、別添①・別添②を参照。 

 なお、メンバーからのアイデアの統合を行った結果、抽出されたアイデアは以下のとお

りである。 

 

[教員グループ] 

  ●授業評価アンケートのあり方（実質化） 

  ●シラバス・授業デザイン・授業の仕方 

  ●公開授業・授業映像共有 

  ●成績評価（基準）・達成度測定・ルーブリック・学修ポートフォリオ 

  ●リメディアル教育 

  ●PBL の工夫 

  ●新任教員研修（共通化） 

  ●大学教員の基本 

  ●各種機器を使った教育の工夫、多様な学習環境を活用した教育の工夫 

 

[職員グループ] 

  ●大学経営 

  ●危機管理 

  ●補助金 

  ●調査 

  ●学習デザイン 

  ●企画力 

  ●キャリア 

  ●スキル 

  ●IT 

  ●マインド 

  ●マグネット（つながり、ネットワーク） 

  

 

 

 

 

 



14:45～17:00 全体協議  

 

教員グループ、職員グループでアイデア整理した内容を発表し、全体共有を行った。 

その後、アイデア整理・具体化のフレームに従い、FD・SD 共同教育プログラムに必要

とされるメニュー要素を一覧整理した。各メニュー要素に対する「対象」「方法（実施主体）」

の整理を行った。 

詳細は、別添③を参照。 

 

 FD・SD 共同教育プログラムの具体的なメニューについて、その目標（目的）、内容につ

いて議論を進めるため、第 2 回目のブレーンストーミングを、9 月 27 日（金）13:30～行う

こととした。 
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